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           はじめに 

 

 国立特別支援教育総合研究所が平成 22 年度～23 年度に行った研究では、言語理解や

心情理解の難しさといった自閉症の特性との関連が深い国語科を取り上げ、自閉症・情

緒障害特別支援学級での教科指導について研究を行った。具体的には、自閉症のある児

童生徒の国語科の学習内容の習得状況を把握、彼らの習得状況に合った目標の設定、指

導内容の重点化・精選化、年間指導計画の作成について検討し、自閉症の特性に応じた

指導の在り方を示した。自閉症のある児童生徒の学習内容の習得状況を把握した上で授

業を展開していくことは、担当教員が教科学習を進めていく上で基盤となることが示さ

れた。この一連の流れに沿った指導は、国語科だけでなく算数科・数学科においても同

様に重要である。 
 自閉症のある児童生徒の中には、驚異的な計算能力や暦計算、視空間認知において類

まれな能力が認められることが報告されている。このことを踏まえると、算数科・数学

科において、自閉症のある児童生徒の学習上の困難な側面だけではなく得意な側面があ

る可能性を想定し、それを活かした指導を行うことも大切である。算数科・数学科で学

習する内容は、理科における小数や文字式の計算、社会科におけるグラフの読み取り等

といったように他の教科にも汎用し、社会生活を送る上でも欠かせない。したがって、

自閉症のある児童生徒においても、算数科・数学科は重要な学習の１つであると言えよ

う。なお、算数科・数学科においては内容の系統性を重視することが求められているが、

特別支援学級では異学年の児童生徒が在籍したり、知的発達の程度の異なる児童生徒が

在籍したりする学級の性質上、必ずしも計画に沿った系統的な指導を行うことが容易で

はない。そのため、自閉症のある児童生徒の算数科・数学科の学びを保障していくため

には、彼らの実態を踏まえた上で適切な目標の設定、年間及び単元指導計画の立案、指

導内容の精選、授業の振り返り（評価）の一連のサイクルに沿って行うことがより一層、

重要になると考えられる。 

 そこで本研究では、自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒

を対象として、算数科・数学科における学習上の特徴を把握し、必要な指導について検

討を行うことを目的とした。研究１年目（平成 24 年度）は、自閉症に関する先行研究

の文献レビュー、研究協力機関からの情報収集、アンケート調査を行った。研究２年目

（平成 25 年度）は、研究１年目に実施したアンケート調査の結果と研究協力機関より

収集した事例を踏まえ、自閉症のある児童生徒の実態把握から評価までの指導過程に沿

って、算数科・数学科における学習上の特徴を把握した上で必要な指導の検討を行った。 
 自閉症・情緒障害特別支援学級に在籍する自閉症のある児童生徒に携わる担当教員に

とって、算数科・数学科の指導を行う上でこの成果報告書が参考になることを願う。 
 
              研究代表者 教育情報部 主任研究員 岡本 邦広 
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